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はじめに

過去10年以上にわたり.ft結合型インプラントを支

持するために行う作用生法は，一般的なJj法として11

常臨床に取り入れられてきた また 什移臨をより冊

:llにj占的に碍くための研究む僻統的に行われている

なかでも組織訴持11}.1法は.これらの研究の結'*むた

らされた有盤会Ji法である

ごく Iu近では.作再生全促進するために ポリペプ

タイドからなる成長 ・分化問下町通川町可能性につい

て.V.{点をあてた研究も附J!l(:iされている.これらのt1il下

は，生物学的な伝週間子であり.生体の削{品拍癒過脱

会刺激し，調聾するのにm聾なI!!rIを但っている 特
に‘制胞分割の講売や削胞の避定と分(t.さらに代謝

など(すなわら作J臨時におけるすべてのm盟なステッ
プ)の型となる制胞過胆を調臆している"このJ9!~に

品づくと，これら成長悶チを什静岡材料に適附するこ

とにより，ft ifj.1の過院をさらに向めJJ[[躍することが

百(("，に会る.

I.xJをI刈「4E劫*的に判JIIする 1つのJi捕は，n~泊l

の多山，(、ILilfulJl!O'HP : Plate l et- I~ich Plasma) {!f~ 

成して什品川加に過川することである.PRPは，少は

の，flLi似合世t円から何取し.特措な細胞分離革開会111い

て Jnl小ffi~in緒H ゐ 4 とにより作られる.

Jfil小(!iIよ，少伝くとも次的4つのliXlJ:問予を世田に

古んでいる

① IfJL小似山米凶HIJ.I( (1'日;F : Plalclct Dcr 

i¥'cd (;1。、.¥'Ih1日仁101')
@形I'l転抽凶j晴1)..1(-ベータ 1 (1'(;1'β1 : Trans 

forming' (;l"Owlh FaclOlβ1) 

③ 陪自転倒I&J占 川 ，..ベータ- ~ (TGドβ2:Trans 

fonning Growlh FactOlβ2) 

@血符内皮細胞成片岡子(VEGI‘ Va~cu lar En 

dOlhclial G1'Owth Factor) 

11家主多醐廿や紗附什川(J)(のほ床什11'にff.イfする海副骨

髄の純胞には.これらの成長因子町レセプターが存泊

する21，P I~P ~移Wi材料に加えることによって， 移植材

料の融合と成鼎までの時間が帯し〈組輔され.1't小性

のi~;I.立が附加することも X腕的に繭認されている"
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PRPの作成術式{図 1-図E日}

図 I'RP11晴キァト (PRP.]， lIar¥'c割削

函 3“)1111シり〆γで保取した9rnlのタエン般杭磁阿剤のう
も 2ml ~処瑚チ~. ;..-パ のプラズマ側(1'1¥、マークのHいた
ほう)にう民繍ずる

'"陥では.PRPの生物学的伝基本iJlfJ1について文献

的に再評価会fil、 またその廿N~l の珊強劫棋を円的

に臨時起川合試みたM.i!.i:の師究結拠について検討する.

また.f~ïl.生を明強するためにインプラン卜組入前の

移植床に J>RJ>i'JHいた症例そ3例供監する

P円Pの成分

PRJ>は.通常のJfn植に古まれるよりも踊縮された多

くの散の山小似を古むためー移植材料に加えることに

図 2 保山川ω1111::'-リy ジに9mlのタエン俄!ii&fllil綱
(ACD.A)剖薬取する

図‘ :H来るだけ r*に j~胤を行う F旋に倣うと血小似は活
性化し A袖1線l.:li'I'I併するニとがある y性は1同mの4託料倣
でωrn!(血液53ml.i¥CD.A 7111])。リj性は注射筒の全科斌で55
1111 (血iA'18ml.ACD.j、Im l) . 保山地 ri :f: O . 5ml 以内の部~に

とどめる 保山飛がィ、適切'Jt.J:制作.iS4J分娘加はインバランス
と伝り 作止するので比:0が立必!である

より，少な〈とも1'ti1j生の初期段階において POGドと

TGFβの11川が刷強される.

的l小脳は脱脂1粒されることにより，これらのl占民間

下が抽出される 3-SrI以内にすべての血小恒が脱

町粧し.それら削剛の成民間子の活性は7-10日続く

ことが一世に認められている PRPによるはじめのa
迎劫裂は， 什jti~l::の一連の過院であるカスケード形成

の初出l段断をいわゆるジャンプスタートさせるのに有

川であり.結*として成熟廿の形成へとつながってい

く PI~P 告加えた静剛山では. ζの制服!の促進劫掠に

132 TI!E SII'I崎町 OcntalUC¥，jcw Vol.62 No.1O (，必戦2-10)

図 5 H，射簡を 2-3回.闘転させて血液とIRlI健闘剤とをi1H和
する

=宏君主主主豊田

山.-

図1 1¥1' Pr前倒gulantKit {臼己山由来トロンピン作成キ
ット)。

より副荘i描と軟組輔の治癒が出世に統合された状態で

持続されていく

PDGFは，filJlIl泊躍の基本的なホルモンの lっと考

えられており，あらゆる削fll拍曲の場に出現し，付制

臓の再生と修躍を古む結合組輔の拍植を始動させる有

効な分裂田進因子(拍車細胞散の増加の引き金になる)

であり，Jhl官新生因子{毛細血管を新生する}でもあ

り，他の班長因子の増加調節f¥川(綿維必細胞冊およ

び作非製胞棉惜能を促進し，細胞分化を推進し，また

マクロファーシなど他の制胞の問点』をJJll;車する)も作

図6 血液チャンパー(亦いマークの付いたほう)に援し込ん
で血液と抗凝附綱泌合線全部を注入する

図8 アダプタ付きニ ドルカ トリッジ

している"また，PDGFが併細胞の刷殖率をm加させ
るという報告もある幻

TGFβ1およびβ2は，全身の結合組棋の睦1旧と1't11. 

qに関与する Eも亜聖な働きは，骨芹初胞前駆制胞

の細胞車産と掴随分裂に関わるもので，削闘出掛と1't

形成のためのコラーゲン基質の沈着を刺撤するI応)JIi:

有する ことである" これらの成長ホルモンは.併細川包

の哨嫡率を増加させることによって什形成を似迎r

るト・b

PRP のフィプリ ン成分 (PI~P がゼラチン状に会り
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4 

図9 適切J生静脈に刺針し. t~E伽 ~Ii う また.悶"こ示した

採血針からの保山b"1縦である

図11 Sllla叫p，叩の刷紙テープルの所みどの似配に。チもンパー
~:}'~験する 保政管は.'¥1'アダプターにセットし.カウンター

バランスとしてむう何回/;の闘転テープルに務験する

技}刷征テープル内に銭繍1& そのまま30分間Ii'.dllする これ
は血康成分(亦由緒.白血路.血小似}がf分に滋;隠するのに
30分は必要伝ためである すぐにIII心分厳令行うとトロrピ〆
の川賢治‘大きく.jH~できる加が減少する 30分間l/..lirl後 ス
タ トボタン告仰して ¥3分間の"'心分雌処用金行う

掛いやすくなる)は.移植材会結合し‘付形成細胞が

分裂しつづけられる足場として働くことにより，捗躍l

却のあらゆる所で什伝将を補助;-る.その結*，Jt!i市

よりむ高いレベルで珊生什の形成が行われる ζとにな

る

11 PRPの応用に関する研究

PRPのむ川伺に加点4をあてた研究¥1，まだ鈎につい

たばかりであるが‘ニれまでのところ臨床応Jl/前の段

句句通

、、/
図10 i:U.分緩部 Sm;u.tl'rcll(11川‘百tU)

図1ロ， 遺盆也む、分慮処~*線警 n後EのづチF 弓ンパ-の状n躯臨 拍必iいマ クの

チ4ンパ-，にこ繍亦:色のAみ;1蜘血昧カが‘9処見り 1ド~rμt 、マ-クのチ弓ム〆〆パ の
J:1I'l1'l1に乏血小似血R吸鹿(“p円，刊平p円，刊P:1>刊，刊¥，瓜t胞凶，¥，臥tp，勺。orP門》刊l
峨a縮前されfた、血小阪(伊PC:P刊3刊¥，似t阿凶0¥，飢tι。刷'町1陀ccn川、lIralc)が分織した状
轡で何収される

院の動物実験とヒトによる臨時的研究の結県から.

PDGF と TGFβ または他の成J~附 f'*，適問すること

によ って，付iIi生が促進されることが一致した比桝と

して認められ、かつ今佳の幽出応川の"1能性を不喧す

るものとして剛押されている1_121 担形外判官1暗の出

世の初出においても，血捕から似た日己由来フィプリ

ンによる似益な効県が仰られるという柑作もあり.こ

のrlrにむ向い浪j瓦の PDGFと rGFβが古まれてい

るtト E勾

作造成を由人の出占に行った無円おな臨床試験では，

13<1 '"配 XI1'1ゆXDcnlal HC¥'Icw 1'01.62 NO.IO (;;先般2-10)

図日 阿部i強舷k 終調の浪絡された多血小阪曲1M，PI~P (iII 
'"色)が確認できる

図" チ令ンパーより保政した多山小阪dll!!ll(PUP)と乏耐小
阪血l般(1'1'1')~ . PRI' f1i1&:キットH輔の減附カップに分別し
て保存する.I'I'P IiJI:Jfn綱として}Ih、る

移植材料に PRP~加えた併と，移附材料111独で治出

した部位をコントロール併として，2人の観然有がX

制的に比較して般討を行った その紡』仏 2カ月 ，1

カJJ，6カI1の行時点で， PRPを加えた修岡部は，加

えなかった場合に比べ，約2惜の什レベルの成熟Eが

iJ!成されていた また守組織形態学的調価でも，6カ

円の時点で，PRP-a:佐川した昨では，コントロール111"

に比較して付官I!!が15.......30%前いことがゆlらかになっ

た"

インプラント~[入に先立ち肱簡を行った 10人の忠占

図" チャ yパーより 七例都の乏胤小阪仙1燦 (PPP)~WIIJ 

Yリン γにて採取後 liHlIlに混紡された山小似(I'C)と少鼠の
円)1'~lOm l シリ yジにて保'1，し I'HI>(多血小阪仙1M)合作成
する

図時 退4υ分履処伊約了後の口己血山米トロンビン的被111刷機
保取'I1の状態

による無m.¥な臨時試験で11，20迎怯の観軍により
PRPを山川して移u(i-a:施行した昨11，コントロール仰

と比較して符し〈蛸背側ともに1'b'){J!引く 。同時に上JJi.

lヒも良好であり.コントロ ル併では.欠制部町中心

部分は結合ijj闘で満たされる傾向があったと報告され

ている同

川 材料と方法

1.:者らは.インプラント川l田のft;li1&を行う必要町

日本樹科書平諭{泊刊tfii20(}) 135 



図11 へIキット'1'の 1m!シリンジをIfJpて録取管内のj椛
総合 lml!:lUr1する

IIiIE;iI..iA>，f{ヨ

コンヲライト田Ca
0，川 "'1，.，

図" コyタライトCa(極化カルシウムi待機)

ある 3 名の .l.!.~有に PI~P を山川して施行した. いずれ

の出例も.企μ 局所的に禁忌と なる~~忠はなかった

それぞれの山占に対 し，図 1-図10に示した Ji辺、で

PRP ~ ('fI& した

引きつづき.インプラント出入のために什修制と

PRPを01川した拍倒を供覧する (Case1 ....... 3 )， 

図18 J"化カルソウム~O .311l 1 保JU し 滅的カップ内で録取rr
内の上i.o.~伐と出合し 1m!のJJ己トロンピン・J，化カルyワム
i1~介被告作成する(fr己トロンピン J.化カルゾウム= 3

J ) 

図20 PI~P i符惚の入 っ た 10m! のシリンジと n~ トロンピ

〆 ・出 Itカルンワム泌合協の入った I ml のシリンシ~ . WJ!Iの
アプリケーター叩ualLiquid I¥it) ~mいて.w紡ずる

図" アプリケー タ-~1fIいて ! ド[{ I' と日己トロンピン胤化

カル γウム出合椛 ~iU合し. 自家ずれこf1iJ1Iさせる ( pn l' トロ

ンピンJU化カルγウム=10:1)数分でゲル状に伝り，保n住
に僚れたボ ンペストを作1)ulす

136 TII配おl門司0-"I)c川alI{c¥'icw 1'01.62 No.lO (2002 /0) 

.Case 1 よ顎洞底掌上術

， -J 術前

1-2 ト 明tN~iオトガイ孔問のm肉m 1-:1 トレフィ〆パ にて什切削後庇 1-4 什保取衡に l明¥'~ JlI入(治催促

榊JAW脱に.ft阪に遣する切附iそ行う ri1'tおよび樹新庁舎熊取 迎。煩染f-li/iの11的)

1 -;; スポンゼルに l'ppをしみ込ま 1 -(; 什保If，(OC)jに J'ドド スピンゼル告 ， -7 深部を吸収物糸で鑓"後さらに
せる 充峨(血l餅形成および1l'.Ifilの11的)， J.、桝部会新常に健合する

'-8 保取した白紙1't(約4cc) ， -9 ボーンミル~mι 、て適切伝大 3

さに什を粉砕する

1-/0 紛併後ωI'l'id"l

LI本山料品!.;.Q(泊問符H2()I}) 1:17 



1-11 円(I>~fnflさせて傑fj性のよ1. 1-12 サイタスリフト施術調の切開線

いグル状のホーンペーストを作成

1 -13 Jをさ20mmのフィクスチ，.-
~J!l\入予定のためゲ ジのよ縦(作m
から20mm)までのt顎嗣軌恨の>JI;L:.お
よび付光線が，e，~である
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1-17 [>I{ P~少続シ令ーレにi台イ，;数 1-18 PRP股を吸収性メンプレyの

分後来らかいゴム状の肢ができる 符b')に使川したメ yプレンの館山や
Ifnl.iの巡断令どによる術後略換のりスタ

I志位い

1 -19 緊訟に槌代金行う

138 TI!E ，，11'1明;Ocntal Rcvicll' 1/01.62 No.1O (2(χ)2-10) 

1-20 術後

1-2/ ¥'前後5ヵ月後のSirnPlant桝像

Iをき20.0111111のインプラントが峻入可能であり また移怖された部分の骨質は
I-Iounsficld NUlllbcrが900で非常に良好である

1-22 サージカルステント淡泊時のバントモX線η民 1-23 インプラント埋入後の状態

日本的料僻論{過や第720~:}) 1:19 



.Case2 抜歯寓への応用による歯槽堤酒生術

2 -J ~如jílX~ηu 2-2 術前のH駒内前JiulIlJ.!

2 -4 tli附後の状姐 J慢しい傾倒の骨吸 2-5 第二大白 rß~也、部のド顎肢 ν ト

収が認められる ロモラーパァドj.ti!iよ9作金保取その
1安司骨t~取篠tこ PR J> ~繍入 . PPP スポン

ゼルを充繊.俊合

2 :1 .l.土旦が保 (f. 1~"r能生たの絞IU
~ ll.t.、

， -6 探調印した白米骨

2-7 I'RP 1i'i1!入 n川.せる白 '-8 数分後.隙作性のJぃ、ゲル状のポ ， -9 彼自白縦に 1'1ミドボーンぺースト

2-10 PRPメンプレンのn成

ーンペーストに伝る 金綱入 I.. J叫に傾倒怜欠111部の水平的可
]1I'i((的骨造/ile.をHった

2-11 PRP メンプレ yの~~. 2 -12 分伝減oJll;1Jr，1lを行った後。罰眠
術に縫合する

140 可H民間中0"， DCl1tal Hc¥'ic¥¥' jI()I.62均 10(2α'J2 10) 

2 -13 術後IOIlIJの伏態 0'1細線はほ
ぼin夕、し 締役悠燥の会い良好な治維が
仰られている

.Case3 埋入時骨欠損への応用

3-1 繍I山X線写真。

3-4 1't臨まで例厳した状態実際に伺1
4・4訟最の即日制の什の不足が確認で3る

2 -14 術後XfliIη“

3-2 術』同峻合耐凪符1.時的{水平的 3-3 切開線やや苫側寄りに附Hlffi切
に骨1ftが4、Jt!している 聞を行う

3-5 インプラント総の形成 3 -6 インプラント終に PRPt他人

11本的利，W，~ (通!司ffino¥}) 141 



，-7 フィクスチャー.i'Jj入後矧側(7)ft 3 -8 ~\二大円前述む部の下顎枝レト '-9 採取した什に P!~P ~ill人 ， 11= It! 
Z置がィ、起している ロモラーパッド付"より 1'tj~虻11& . 1'，係 させる

1/1術に 1' 1~ 1'会場入ニの後!門中 スポン

セルを先紙切縫{';

3 -10 数分後!餅状のボーンペースト 3 -11 イrプラント組入後の傾側fl欠 3 -12 PI~P による メンプレ ンの作成。

に伝る 111部に pnpポ μぺ ストを段低 m

3-13 Pl~ l'メ ンプレンの段位

メンプレ /~IUいな〈てむ 寸分伝スぺ
スメイキ r グカ何fIi~

3 -14 分伝減鵬切聞を行った後。幽
l勾を緊衝に従合する
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3 - 15 術後X線~J.-~

d 

IV 考 察

PRPを使間することによって，通常の方法に比べ迅

辿で劫県的な刊11J~がもたらされる. これは， PDGF 

とTGFβのみならず，他の成長因子ゃいまだ確認さ

れていない蛋白買が閣制された状態でIIIいられた砧*

によるものである，

この方法は自己山金山川するので，忠告に感染症を

引き起こすリスクは会い また，PRP は手術時に作

成 ・用意するので，万が一にも般l小を問迎える可能性

はない

成長因子を佐川切ることは，県簡顎山者や帯し〈聾

献した上野Wt，1't制熔耐止lぞf，およびそれまでの曲科

棋忠の臨響で綴副組織化していたり組臓が変質してい

る場合などの，骨移植と骨結合型インプラントの成功

率が低い典型的な杭例においてτ 特に有Jftf1がJPJ持さ

れる

今怯は，興なった成長図子の適切なi!1出を決定し，

また PRPの中に存主する削創出癌と;'t形成の場にお

Ijるこの出法のさらなる有III性を明らかにし，たしか

な臨床術式として定~Vfさせるためにも，他の成品因子

について解明することをはじめとした融統的な研究が

必聾である

今能研究開尭が止tむにつれ，臨床応IIIの純闘が拡大

していくと考えられる.いずれにしても分子生物学

(Molecular biology)をチェアーサイドで臨隊応用

可能な時代が到来した 今怯とも， 臨晴研究を進めて

いきたい，
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